
授業科目 単位（時間）

科目目標

教育方法 担当者

講義

試験

テキスト/参
考書/視聴覚
/その他の教
材

成績評価の
方　法

　備　考

テキスト：新体系看護学全書　健康支援と社会保障制度②　公衆衛生学
　　　　　（メヂカルフレンド社）

参考図書：厚生の指標　国民衛生の動向　(厚生労働統計協会)
視聴覚：パワーポイント（スライド提示）　その他教材：プリント（授業資料）

終講試験１００点で評価する。

人間集団の健康の保持増進に関する組織的保健活動について理解する。

1

外部
講師

外部
講師

授業内容

時間

１　公衆衛生と公衆衛生学
　　公衆衛生からみる人間の健康と環境

２　人口統計と公衆衛生、健康と保健統計

３　疫学、予防と健康保持増進

４　地域保健、母子保健、成人保健

５　高齢者保健福祉、精神保健福祉、難病、
　　障がい児・者保健福祉

６　歯科保健、学校保健、産業保健

７　健康危機管理・災害保険、国際保健

８　試験

14

分野 開講年次 講師名

専門基礎分野 公衆衛生学 １（１５） 1年前期
外部講師

（実務経験あり）


